
























台風 15 号、16 号、18号による水稲・大豆の潮風被害実態解析 

大豆 

１ 目的 

 台風１５号による潮風害が収量に及ぼす影響を的確に判断するため、被害の様相から減収率を

推定する。 

 大豆での主な被害の様相は、葉のしおれと枯死、倒伏である。 

 そこで、本調査要領では潮風の影響として顕著に現れている葉の被害程度を判定することによ

り、減収率を推定する。 

 

２ 調査の方法 

1） 調査ほ場の選定 

潮風害を受けて葉のしおれ、褐変、枯死が発生している大豆団地ほ場等において、被害程

度が平均的と見られる１ほ場を調査ほ場として選定する。 

 

【留意事項】 

調査対象は、１団地１地点を基本とするが、団地内で被害の様相が異なる場合は、適宜、

区分けして調査ほ場を選定する。 

 

2） 葉の被害程度の判定 

調査ほ場全体を見回し、目視により、しおれた葉・褐変した葉・枯死した葉の量（葉面

積）と健全な葉の量（葉面積）の割合を以下の４段階で判定する。 

 

 
 

【留意事項】 

① 健全な葉には、葉の縁は褐色になっているが、葉の萎縮が見られず緑色が大部分を占

めているものを入れる。 

② 残存している健全な葉の割合を確認する場合は、枯死して既に落下した葉の量も考慮

して判定する。 

被害区分 健全な葉の量 減収率※

1 0 100%

2 ０～１/３ 80%

3 １/３～２/３ 50%

4 ２/３以上 30%

※　減収率は販売可能な大豆の生産を前提として設定
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